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 次号のトピック（予告なく変更する場合有） 

●そら組キャンプ報告 他 

【編集後記】 

前号の紙面に入りきらなかったちょこっとネタを号外

版に。軽い気持ちで読んでもらえたらうれしいです。 

バックナンバー（「情報公開」の欄に掲載しています） 

https://okayamakodomokyoukai.jp/overview 

号外版 
■■■■■■■ 

大人の絵本のすゝめ 
前号で紹介した「かくれてしまえばい

いのです」（詳細はＨＰバックナンバーか

ら）。絵本作家のヨシタケシンスケさん

の絵本は、こどもだけでなく、大人の

心にも届きます。代表作に「りんごかも

しれない」がありますが、大人向けの

おすすめは「あつかったらぬげばい

い」です。自分の考え方、生き方につ

いて、はっとさせられました。その他に

もいろいろな絵本があるので、気にな

る方は「大人のための絵本」で検索し

てみてください。 

勝手におすすめ 

「あつかったらぬげばいい」 
ヨシタケシンスケ著 

 
「ちいさなあなたへ」 

ぶん アリスン・マギー え ピーター・レイノルズ 

やく なかがわ ちひろ 

 
「だいじょうぶ だいじょうぶ」 

いとう ひろし作・絵 

 
ちなみに、各園・施設の本は、大人に

も貸し出し可能です。ぜひ読んでみま

せんか。 

なかよしキャンプこぼれ話… 
エピソード１ 「誰のせいでもない…」 

 ７年前のなかよしキャンプでも、船上

山へ行きました。その時も午後から天

気が崩れたのですが、今回も野外炊

飯時に、いわゆる“ゲリラ豪雨”に見舞

われ、野外炊飯場から出られないほど

に。大山の裏側（北側）に位置するの

で、天気が崩れやすいのです。“雨

男”がいたのではという噂も…。 

エピソード２ 「涙涙」 

課題や試練がある中で、２泊３日を

ともにすると、自然と仲間意識が芽生

えます。それはボランティアさんも一緒

です。こどもたちのパワーに圧倒され、

どう関わればいいのかよくわからず右

往左往していたのが、日を追うごとに

こどもたちに向き合うことができるよう

になってきました。別れの時に、こども

たちから抱きつかれ、ボランティアさん

の目に涙が…。こどもたちも涙…。こち

らも胸が熱くなりました。 

エピソード３ 「復活！ごはんのうた」 

昔から岡山こども協会の園外宿泊

活動では、食事の際に、「ごはんのう

た」を歌っていました。最近、歌わなく

なってきていたのですが、船上山少年

自然の家の食堂に、掲示されている

のを発見。コツは、合いの手で「ポッポ

ー」を入れることです。ある子は、「オ

レ、まだ覚えてないんよな～」と、ごは

ん前に歌詞を見に来ていました。変わ

っていく時代に、守っていくもの…。 

OKKニュース 

https://okayamakodomokyoukai.jp/overview

